
研究チーム報告
【人文科学研究部】

【研究概要】

本チームは時代もジャンルも異なるイギリス

文学を専門とするメンバーによって構成された

チームである。各研究員が独自に多角的な文学

研究の可能性を模索することを目的としたもの

である。馬本はロレンスの日本に置ける受容の

早さと広がりの理由が日本の仏教的土壌にある

ことを論じた。山内はキーツの詩を主軸に研究。

バラッド詩「薄情な美女」の多層的な意味構造

を分析する過程で、キーツの詩を特徴づける両

義性／多義性の原因を究明した。ハッチャーは

一時日本で教鞭をとったホジソンの研究、及び

ビニヨンと２０世紀のアメリカ詩人（スティーブ

ンス、パウンド、エリオット）との関わりにつ

いて研究。鶴田はシェイクスピアの歴史劇の一

つを近代初期の英国の民族意識形成という視点

から考察し、英米における定説となった解釈を

覆す、別の読みの可能性を呈示した。中村はブ

レイクの日本に置ける受容の観点から、柳宗悦

におけるブレイクの影響とその後の彼の思索と

行動を追究、仏教思想へ至るまでを論じた。

【研究業績】

馬本誠也

〈論文〉

１．“D.H.Lawrence’s Influence on Japanese Litera-

ture: Lawrence and Japan: Where East meets

West” Le Japon et L’Europe: Tissage Interculturel,

E.M.E., 2004, 121-131.

山内正一

〈論文〉

１．「Ode to a Nightingale の再考――ロマン派

の「鳥」をめぐって」『福岡大学研究部論集』、

Ａ：人文科学編，Vol．６ No．２，２００６年６月、

１３‐５１。

２．「キーツと大衆・女性・読者」『福岡大学研

究部論集』、Ａ：人文科学編，Vol．５ No．１，

２００５年３月、９１‐１０８。

３．“The Structure of Keatsian Ambiguity: A Read-

ing of La Belle Dame sans Merci” Voyages of

Conception: Essays in English Romanticism，（イ

ギリス・ロマン派学会創立３０周年記念論文

集）２００５年３月、２７７‐９１。

４．「キーツの“my 1819 temper”をめぐって

――Ode on Indolence 論（その二）」『福岡大

学人文論叢』３５巻 ４号、２００４年３月、１７１１‐

１７３０。

５．「キーツの“my 1819 temper”をめぐって

――Ode on Indolence 論（その一）」『福岡大

学人文論叢』３５巻 ３号、２００３年１２月、１０９９‐

１１１９。

〈口頭発表〉

１．「キーツと大衆・女性・読者」、シンポジウ

ム「イギリス・ロマン派詩人と民衆」、日本

英文学会九州支部第５７回大会（九州大学、２００４

年１０月）。

２．「イギリス・ロマン派の自然意識」、シンポ

ジウム「緑の思想の系譜――ロマン派の〈自

然〉意識を問い直す」、日本英文学会第７５回

イギリスの文化と地域の研究

イギリス研究チーム（課題番号：０３３００３）
研究期間：平成１５年４月１日～平成１８年３月３１日
研究代表者：中村ひろ子 研究員：酒井健治郎、馬本誠也、山内正一、鶴田学、ジョン・ハッチャー
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大会（成蹊大学、２００３年５月）。

ジョン・ハッチャー

〈論文〉

１．“Laurence Binyon” Dictionary of National Bi-

ography, Vol.5 (Oxford: Oxford University Press),

2005. 総頁、３頁。

２．“Ralph Hodgson, Poet and Artist” Britain and

Japan: Biographical Portraits , Vol.5 ed., Sir

Hugh Cortazzi (London: Japan Society/Global

Oriental), 2005. 総頁 １３。

〈口頭発表〉

１．“Anglo-America Poetry in the Twentieth Cen-

tury”、シンポジウム“Stevens, Pounds, Eliot,

Binyon” 日本英文学会第７７回大会（日本大

学、２００５年５月）。

２．“Ralph Hodgson in Japan”、日本英文学会第

７６回大会 （大阪大学、２００４年５月）。

鶴田学

〈論文〉

１．「メアリー・ラムの観た『夏の夜の夢』―

『ロンドンのラムの家』の相互テキスト性

―」『福岡大学研究部論集』、Ａ：人文科学編，

Vol．６ No．２，２００６年６月、１‐１１。

２．「オセローの人物造型と先行演劇の影」『福

岡大学研究部論集』、Ａ：人文科学編，Vol．５

No．１，２００５年５月、１０９‐１９。

〈口頭発表〉

１．「『オセロー』を読む」（セミナーで共同発

表）第４４回シェイクスピア学会（同志社、２００４

年１０月）。

２．「民族で読み解く『リチャード二世』」日本

英文学会第７６回大会（大阪大学、２００４年５月）。

３．「表徴のイングランド：歴史劇『リチャー

ド二世』の位置づけを巡って」日本英文学会

九州支部第５６回大会（鹿児島大学、２００３年１０

月）。

〈書評〉

１．“Some Recent Alternative Shakespeare”『英語

青年』２００６年４月号（第１５２巻第１号）。

中村ひろ子

〈論文〉

１．「柳宗悦―ブレイクの影響と仏教への歴程

―」『福岡大学研究部論集』Ａ：人文科学編，

Vol．６ No．２，２００６年６月、５３‐６８。

２．“Blake’s Influence on Muneyoshi Yanagi and

his Pilgrimage to Buddhism” Voyages of Concep-

tion: Essays in English Romanticism ,（イギリ

ス・ロマン派学会創立３０周年記念論文集）

２００５年３月、７３‐８５。

３．「「謙遜」の道徳教育に対するブレイクの告

発」『英文学と道徳』園井英秀編（九州大学

出版会）２００５年３月、１２３‐３９。

〈口頭発表〉

１．“Blake’s Influence on Muneyoshi Yanagi and

his Pilgrimage to Buddhism” The International

Blake Conference（京都大学２００３年１１月）。

〈書評〉

１．松島正一『ブレイクと近代日本―ブレイク

を読む』『イギリス・ロマン派研究』No．２８、

２００４年。
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研究チーム報告
【社会科学研究部】

【研究成果】

本研究ではオペレーションズ・リサーチや応

用数学などの数理・統計的手法を都市分野、特

にそのなかの交通問題に適用して、いろいろな

交通現象の理論的アプローチや分析を試みてい

る。

具体的には、一般道路ネットワークがもつ理

論的特徴や特殊な構造をもつ交通ネットワーク

の独有の性質に注目し、さまざまな数理・統計

モデルを構築したうえ、それを定量的・実証的

に解析することによって各交通路が占めるべき

面積の割合を算出したり、効率的交通ネット

ワークの設計を行ったり、さらにネットワーク

の部分破壊が都市交通システム全体に与える影

響を調べたりした。

以上の研究によって得られた研究成果は以下

の通りである：

� 道路の混雑さや重要度を測るうえ定評のあ

る、SPCPという数理的手法の有効性を、それ

が近似的に反映できる都市交通パタンへの解明

を通じて解析的に明示し、この手法の交通工学

分野への幅広い応用の可能性についての強力な

理論的根拠を提示した。

� 欧州などの大都市でよくみられる典型的な

放射・環状道路網ネットワーク構造を数理的に

分析したうえ、平均移動距離の概念や SPCPの

手法を用いて定量的に得られた交通流分布から、

この種の道路ネットワークにおいて交通渋滞を

防ぐために必要となる交通路面積を理論的に算

出した。また、効率的な環状・放射道路設計に

ついての提案も行った。そして、これを北米都

市で多く使われている格子状道路網ネットワー

クに拡張し、２種類の規則的ネットワークが有

するそれぞれの性質を比較研究することによっ

て、道路ネットワーク構造が都市交通に与える

影響を理論的に調べたり、これらの視点からみ

る効果的な道路構造、さらに合理的な車線設計

などについての提言も行った。

� 放射・環状道路網のネットワークについて

はまた、そのなかの一つ一つの道路セグメント

にも焦点をあて、例えば、これらの道路セグメ

ントが交通規制や事故、工事などの原因により

通行不可能となった場合、都市交通システム全

体に与える影響を調べることによって、各道路

部分の重要度についての定量的評価をも試みた。

【研究業績】

李明哲

〈著書〉

１．伏見正則 監修／李 明哲 著，『数理モ

デル解析の基礎』，ムイスリ出版（全１４６

頁），２００４．

〈論文〉

１．Mingzhe Li, The Average Traveling Distance

and Urban Traffic Pattern Based on the Analy-

sis of SPCP. Operations Research Transactions

(Vol.10, No.3) , pp.17-23, 2006.

２．李 明哲：“道路セグメントが都市交通流

に与える影響についての考察”．福岡大学

経済学論叢４９巻 ３・４号， pp．２２７‐２３７，

都市交通システムと行動に関する数理的・統計的解析研究

都市交通問題の数理・統計的研究チーム（課題番号：０３４００４）
研究期間：平成１５年４月１日～平成１８年３月３１日
研究代表者：李 明哲 研究員：栫井昌邦、池田有二
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２００５．

３．Mingzhe Li, Yan Zhang, Analysis of the Road

Traffic Based on SPCP. Paper presented at the

5th International Symposium on Operations Re-

search and its Applications, pp.138-155, 2005.

４．Mingzhe Li, The optimal allocation of a circu-

lar principal road based on the average travel-

ing distance of an urban traffic model. Interna-

tional Transactions in Operational Research

(Vol.11, No.5) , pp.575-584, 2004.

５．Mingzhe Li, The Road Traffic Analysis Based

on an Urban Traffic Model of the Circular

Working Field. Acta Mathematicae Applicatae

Sinica (Vol.20, No.1) , pp.77-84, 2004.

栫井昌邦

〈論文〉

１．栫井昌邦・斎藤参郎，“決定木分析による

都市型アミューズメント施設の来訪者特性

評価”．地域学研究（ Vol.35, No.1），pp．１９９

‐２１４，２００５．

２．栫井昌邦・斎藤参郎，“自己組織化マップに

よる都心商業地特性分類に関する研究”．日

本地域学会第４２回年次大会提出論文，２００５．

３．Masakuni Kakoi , Saburo Saito , Self-

organization Map of Shops at Downtown

Shopping Area. Paper presented at the 19th Pa-

cific Regional Science Conference, 2005.

４．Masakuni Kakoi, Saboru Saito, Mining fre-

quent shopper’s characteristics of urban com-

mercial complex with decision tree. Paper pre-

sented at the Regional Science Association In-

ternational Congress, 2004.

５．栫井昌邦・斎藤参郎，“都心部来街者の出

向頻度特性ルールの抽出”．日本地域学会

第４１回年次大会提出論文，２００４．

６．斎藤参郎・山城興介・栫井昌邦・中嶋貴昭，

“都心における買物客の時間価値の計測と

その応用－福岡都心１００円バス導入による

交通分担率の変化の事前・事後予測への適

用－”．地域学研究（ Vol.33, No.3），pp．２６９

‐２８６，２００３．

〈その他〉

１．栫井昌邦・出口敦，“斎藤参郎消費者行動

と都市エクイティ�”．日本不動産学会誌
（ Vol.19, No.1），２００５．

２．栫井昌邦・斎藤参郎・池田彩・大丸美紗

起・福田祐子・中嶋貴昭，“マンションの

名称からみた福岡都心住宅地名の勢力圏分

析－住宅地のエクイティ分析の試み”．（石

橋健一・両角光男・斎藤参郎，“消費者行

動と都市エクイティ�”．日本不動産学会
誌（ Vol.19, No.1），２００５に収録）

―２７―



研究チーム報告
【社会科学研究部】

現代企業の経営システムに関する比較研究

【研究概要】

本研究チームは「グローバル化とアジア諸国

企業の比較研究」（平成１３－１４年度私学振興共

済事業団振興資金：代表者石上悦朗）の活動結

果を踏まえながら、その時のメンバーの内、石

上悦朗、木幡伸二、村上剛人の３名でチームを

再編し、さらに研究を深めていくことを目的と

して、チームが結成された。前研究チームでは、

とくに自動車産業とアパレル・繊維産業を中心

に、中国、韓国、日本における企業間のネット

ワークのあり方、さらに各国間での仕組みの違

いや競争優位の源泉の相違などを分析してきた。

本研究チームは、３名がそれぞれ研究領域を異

にしていることから、それぞれの研究テーマを

中心に互いの連携をはかる方向で研究を進めて

きた。

【研究成果】

石上悦朗

石上は発展途上国における企業経営の問題を

特にインドを中心に、アパレル・繊維・鉄鋼業

ならびに自動車産業におけるグローバル化の受

容と対応について、貿易投資および産業の国際

的展開という視点から、産業政策の変遷と産

業・企業の活動態様について政策論的かつ実証

的な分析を行ってきた。第一の成果は、２００５年

１月以降の完全自由化のもとでの、インド、ス

リランカおよびバングラデシュの繊維輸出と繊

維産業の特徴と問題点に関して、実証的な分析

である。

第二の成果はインドの自動車産業に関する調

査である。インドにおいては、主要国のメーカー

がほとんど顔を揃えてしのぎを削っている、い

わば新興市場の一つであり、２００５年には１００万

台を突破している状況にある。こうしたインド

の乗用車産業における発展の概観、部品産業の

展開、技術発展およびスズキ自動車とインド合

併の企業間関係を財務的視点から分析を行った。

〈論文〉

“Competition and Corporate Strategy in the Indian

Automobile Industry with Special Reference to

Maruti Udyog Limited and Suzuki Motor Corpora-

tion,”『福岡大学商学論叢』４９巻 ３・４号、２００５

年３月 pp．２９１‐３１４．

“Government Policy and Small Industries in In-

dia,”Konosuke Odaka ed. Small and Medium-sized

Industries in India 1990-1995, Chap.4 Allied Pub-

lishers Limited, New Delhi , (in press)

〈研究発表〉

“Competition and Corporate Strategy with Special

Reference to Suzuki Motor Corporation (SMC) =

Maruti Udyog Limited (MUL),”『インド自動車市

場における日韓企業比較研究国際会議』２００４年

１１月５日慶尚国立大学、晋州市、韓国

・「『ネルー社会主義』と最近の社会経済発展に

関する覚え書－Social Watch India【２００３】の紹

介を中心にして」九州南アジア研究会、２００４年

１２月４日

木幡伸二

最初の２年間において、中国のWTO加盟と

現代企業経営研究チーム（課題番号：０３４００９）
研究期間：平成１５年４月１日～平成１８年３月３１日
研究代表者：村上剛人 研究員：石上悦朗、木幡伸二

―２８―



の関わりで、中国自動車産業における中国企業

による海外提携・自立化を中心に検討を加えた。

平成１７年度は、在外研究でベルリンに滞在した

こともあり、欧州自動車産業との関連も検討し

た。特に、欧州との関連では、ドイツ自動車産

業の対中、対中東欧戦略の変化について、初歩

的な検討を行い、以下の点が明確になった。

第１に、この研究期間中において中国自動車

産業の発展はめざましく、中でも、従来に比し

て、乗用車の伸びが大きい。第２に、同産業に

おいては、外資との合弁企業の果たす役割は依

然として大きく、乗用車部門では、独フォルク

スワーゲン（VW）のシェアが最大である。し

かし、第３に、１９９０年代後半より、米国、日本、

欧州等及び VW以外のドイツメーカーが中国

進出を果たし、乗用車部門での VWの独占的

地位は低下している。そのため、VWはその軸

足を中東欧に移してゆくものと考えられる。第

４に、韓国メーカーの進出及び中国の民族系

メーカーの存在も無視できない規模になりつつ

ある。特に、民族系メーカーは海外主要メーカー

の模倣的な要素を脱し切れていないにもかかわ

らず、低価格を武器に販売台数を伸ばしている。

従って、短期的には、中国自動車産業における

外資系メーカーの役割が重要であることは疑い

のないところである。しかし、長期的に見れば、

中国の自動車産業政策の動向と相俟って、民族

系メーカーが販売、技術、研究開発等の側面で

如何に成長していくのか、さらに考察を加えて

いく必要がある。

〈論文〉

・「中国自動車市場の発展と日本の自動車産業

――部品貿易及び部品調達の変化」、『福岡大学

商学論叢』福岡大学研究推進部、４８巻 ３号、

２００３年１２月。

・「中国遼寧省の経済発展と貿易の役割」、『福

岡大学商学論叢』福岡大学研究推進部、４８巻

４号、２００４年３月。

・「中国自動車産業の新しい動き」、『福岡大学

研究部論集 Ｂ：社会科学編』福岡大学研究推

進部、２００７年３月（発行予定）。

〈学会報告〉

「中国のWTO加盟と自動車産業」�日本オペ
レーションズ・リサーチ学会「２００３年秋季研究

発表会（全国大会）」、於福岡大学、平成１５年９

月。

〈シンポジウム等での研究報告〉

「日本の自動車産業と中国――WTO加盟後の

新動向を中心に」釜山大学、釜山慶南自動車テ

クノセンター主催、The Busan-Kyushu-Shangnhai

Joint Seminar of Automobile Industrial Complexes

（シンポジウム）、於韓国釜山市、平成１５年１０

月。

村上剛人

本チームでは、繊維産業における情報化の進

展にともなう企業間の取引関係の状況がどのよ

うになっているのか、以前のプロジェクトを引

きついで研究を進めていくことにしていた。し

かし、今治のタオル産業などのヒアリングを行

うなかで、取引連関のあり方に関する基本的な

モデルを新たに構築する必要があることがわ

かった。そこで、それまで続けていた流通外資

にともなう日本の取引制度の変化やその特質な

どを明らかにする研究を引き続いて行い、グ

ローバル化の視点からみた制度構築のあり方を

問題とした。それが最初の研究成果との関連で

ある。

第二に、消費者の製品開発への参加の程度が

高くなっている状況をヒアリング先である福井

のセイレンなどの内容から消費者のニーズが特

定化したもとでの取引連関の構図をアメリカの

研究者であるオルダーソンの議論を援用しなが

ら明らかにしようと取り組んだ。その成果は、

今回の研究論文として公刊するものである。単

に見込み需要をもとに生産・販売される仕組み

から注文生産的な視点からの生産・販売の仕組
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みの重要性が高まっている今日において、この

分析フレームの構築が重要なものとなると考え

ている。

今後その基本構図から、再度アパレル・繊維

産業における今後の方向に関わる SCM（サプ

ライチェーン・マネジメント）のあり方など新

たな枠組みづくりに援用し、研究をさらに深め

たい。

〈論文〉

・「流通グローバル化と流通システムの動態

化」阿部真也・村上剛人『グローバル流通の国

債比較』有斐閣 ２００３年５月。

・石淵順也「流通システムと生活スタイル・購

買行動－アメリカ・オーストリア・日本の比較

研究－」阿部真也・村上剛人『グローバル流通

の国債比較』有斐閣 ２００３年５月。

・「消費者の欲望の特定化と流通システムの動

態化」『福岡大学研究部論集 Ｂ：社会科学編』

福岡大学研究推進部、２００７年３月（発行予定）

・「質的需給斉合の内的矛盾とその解決方法－

マーケティングの発展と消費者の欲望の変化に

関連して－」『福岡大学研究部論集 Ｂ：社会科

学編』２００７年３月（発行予定）

〈研究報告〉

「日本のアパレル産業における QRシステム

構築の現状と課題－販売リスクの分担の取引慣

行の関連から－」日本商業学会九州部会 ２００５

年７月。
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構造変化とグローバリゼーションの行方

【研究概要】

１９９０年代から２００５年にかけての世界経済は、

グローバリゼーションによって特徴づけられ、

アメリカ、EU、日本、そして中国・インドを

中心に成長してきた。そのうち、米国経済は、

同時多発テロの影響を受けつつも、豊かな個人

消費と情報技術（IT）革命で世界経済の安定的

けん引役を果たしてきた。グローバリゼーショ

ンは、米国経済を中心に貿易取引と金融取引を

通じて、各国経済に多大な変化を与えた動きと

も捉えられる。したがって、本研究チームは、

グローバリゼーションを研究対象に設定し、そ

の形成過程から、貿易取引や金融経済の実体と

影響、そしてわが国の小売（商業）構造にどの

ような変化を与えたのかを研究したのである。

はじめに、グローバリゼーションの形成過程

について、２つの分野から研究を進めた。第一

に、第二次大戦後の世界経済の枠組みがどのよ

うにして形成されたかについての歴史分析であ

る。戦後の世界経済は自由・多角・無差別主義

に基づく IMF・GATT体制として編成された。

IMFの成立に関する文献は枚挙に遑が無い。

それに比べ、GATTの成立を扱った研究は、国

内外を含めて極めて少ないのが現状である。こ

うした研究の間隙を埋めるべく、英米のアーカ

イブズに依拠しつつ、第２次大戦中の貿易構想

がどのような経緯を経て GATTに結実して

いったのかについて研究を進めた。成果の一部

は、山本［２００３］として発表された。第二に、

現代世界貿易の実態分析である。特にアメリカ

の貿易構造と通商政策に焦点を当て、現代の世

界経済に与えている影響を明確にした。成果は、

山本［２００６］で公表された。

第二に、グローバリゼーションの貿易体制を、

基礎化学品に焦点を当てて研究を行った。グ

ローバル化の進展とは裏腹に、基礎化学品の貿

易物流はリージョナル化の傾向にあることが明

らかになった。１９９０年代前半までは、【米国－

日本－欧州－米国】あるいはこの逆のワール

ド・ワイド・サイクルの物流であった。しかし、

１９９０年代後半以降は、① Trans-Atlantic ② Trans

-Pacific ③ Asian Regional ④Middle East-Europe

のリージョナル化が進んだ。理由は、サウジア

ラビアの急速な石油化学上流工業化、東南アジ

ア諸国の石油化学工業の上流進出、東南アジア

諸国への石油化学中流工業への外国直接投資の

増大があげられる。このリージョナル化が、日

本とアジア石油化学工業へ影響を与えたのであ

る。企業内あるいはグループ内アジア・リー

ジョナル貿易の増大、神戸・横浜における沖荷

役の激減、ASEAN域内貿易の増大による日本

からの輸出減、日本－中国間のシャトル貿易の

増大、リキッド・バルク・キャリヤーの小型化

（シャトル便）とアジア域内でのオペレーショ

ンの増大とグローバル・オペレーションの減少

である。今後のアジア域内化学品貿易は、国内

市場の拡大・国内生産規模の拡大が、製品イン

バランスを増大させ、一部の製品にあっては各

国の自給率を引き下げ、その結果、各国のイン

バランスを相互に補填するための貿易依存度が

増大すると中期的に展望される。

第三に、グローバリゼーションのもっとも進

グローバリゼーション研究チーム（課題番号：０３４０１０）
研究期間：平成１５年４月１日～平成１８年３月３１日
研究代表者：中塚晴雄 研究員：笹川洋平、永田裕司、藤本三喜男、山本和人、榎本啓一郎

研究チーム報告
【社会科学研究部】
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んだ金融分野があり、世界的な金融再編が進展

した。特に商業銀行の分野では、３大金融グルー

プ、すなわち、シティ・グループ、JPモルガ

ン・チェース、バンク・オブ・アメリカの米系

商業銀行に大きく再編された。投資銀行も、バ

ルジブラケットと呼ばれる、３大投資銀行、す

なわちモルガン・スタンレー、ゴールドマン・

サックス、メリルリンチが存在感を示している。

投資銀行の強みの分析を、中塚［２００３］と同

［２００５］第１３章で行った。グローバリゼーショ

ン下の覇者は、米系金融機関である。これは、

１９９９年のグラム・リーチ・ブライリー法で、金

融持ち株会社の下で、商業銀行と投資銀行の垣

根がなくなったことが大きな原因である。現在

では、商業銀行と投資銀行とを区分せず、ワン

ストップでフルレンジの金融業務を行うフィナ

ンシャル・グループとして、シティ・グループ

や JPモルガン・チェースの存在感が増してい

る。理由は、世界的な企業再編や情報技術（IT）

革命によって、IPO、M&A、マーチャントバン

キングなど、フルレンジの金融サービスを必要

とする取引が急増したためである。運用側では、

行き過ぎた利益至上主義の反省から、CSR（企

業の社会的責任）投資の動きが出ている。

第四に、グローバリゼーションの影響を受け

た日本経済の構造変化、特に変化の著しい小売

（商業）部門について研究を進めた。グローバ

リゼーションで海外からの競争圧力が高まり、

小売（商業）部門の中小店は、純粋営利企業と

は異なり、簡単には廃業しないという特性を

もっているにもかかわらず、店舗数の著しい減

少が進行している。この実態を受けて、過去の

個人商店の動向を５つの開業年別グループに分

け、法人商店と比較研究を進めた。その結果、

法人商店に比べて、個人商店では、変化のパター

ンに違いがあり、かつての中小店に言及された

「粘着性」はグローバル化が進展する今日、大

きく減退していること。しかし、中小店の「粘

着性」は異なる形で、新たな持続可能性を得よ

うとする新たな現象を、その雇用形態の変化の

中に確認できるという作業仮説に達した。これ

を裏付ける分析を「業種」単位で行い、業種の

家業性の程度（従業者に占める家族従業者の比

率）が強いほど、その業種の個人商店部門にお

ける市場雇用形態の従業時間の延長が進んで入

ることを見いだした。このことから、従来の「家

業性＝非市場的雇用形態」というステレオタイ

プとは異なり、実態は市場雇用形態を通した家

業性の残存と解釈できる現象が展開されている

ことが明らかになった。この研究成果は、総合

研究所年報の成果報告論文、笹川［２００７］とし

て提出される。

【研究成果】

榎本啓一郎［２００４］「海外投資と外資規制－タ

イ国「外国人事業法」に関する考察－」『福岡

大学商学論叢』６月

榎本啓一郎［２００５］「国際商取引と傭船契約－

傭船を伴う売買契約に伴う海事条件の意味」

『福岡大学商学論叢』３月

笹川洋平［２００７］「わが国の零細・小規模小売

商店の行動特性－『家業性』が及ぼすパート従

業時間への影響からの考察－」『総合研究所年

報』掲載予定

中塚晴雄［２００３］「投資銀行の市場創出と市場

分化－グラムリーチブライリー法のマーチャン

トバンキングとパーティシペーション」『証券

経済学会年報』（報告論文）、５月。

中塚晴雄［２００５］『金融論－初心者にもわかる

やさしい金融論－』税務経理協会

山本和人［２００３］「１９４５年英米金融・通商協定

－戦後世界貿易体制の出発点－」『福岡大学商

学論叢』第４８巻第３号、１２月

山本和人［２００６］「現代アメリカの貿易構造と

通商政策」、「国際分業」（共著『世界経済』八

千代出版、第１部第２章、第２部第２章、所収）
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研究チーム報告
【理工学研究部】

【研究概要】

プラスチック廃棄物が引き起こす深刻な環境

問題を解決する素材として、微生物の作用に

よって水と炭酸ガスに分解する生分解性プラス

チックが注目され、幅広い分野において研究開

発と製品化が進められている。しかし、生分解

性プラスチックが既存のプラスチックの代替素

材としての地位を確立し、より広範な分野で実

用化を目指すには、生分解の特性のみならず、

既存のプラスチックに相当する熱物性や力学特

性など、さらなる諸物性の高性能化が求められ

ている。ポリ乳酸など実用に供されている主要

な生分解性プラスチックは脂肪族ポリエステル

に属し、結晶化度の低い半結晶性高分子である

ため、成形加工における条件の僅かな違いによ

り構造・物性が大きく変化する。それゆえ、諸

物性の高性能化を図るには、成形加工の熱処理

工程で進行する結晶化を細かく制御し、優れた

物性を賦与する内部構造を形成することが必要

となる。このような背景から、生分解性プラス

チックの構造・物性について多角的な基礎研究

を行い、分子レベルから高次構造に至る内部構

造の形成過程ならびに諸物性との相関に関する

データを収集・解析することが不可欠となる。

本研究では、１）結晶化条件による内部構造

の違いを、高性能熱分析装置と広角Ｘ線測定シ

ステムを用いてマクロおよびナノスケールの視

点から分析、２）結晶化条件による球晶構造と

力学特性の違いを、偏光顕微鏡観察システムと

動的粘弾性測定装置を用いて測定、３）分子の

構造特性と温度変化を分子動力学法に基づく計

算機シミュレーションにより解析して、内部構

造の形成過程と熱物性・力学特性・機能性との

相関について実験・理論の両面より検討した。

【研究成果】

１）ポリ乳酸（PLLA）・ポリブチレンサクシネー

ト（PBSu）・ポリヒドロキシブチレート（PHB）

を対象に、示差走査熱量計（DSC装置）とＸ

線測定装置を用いて、結晶化条件による結晶の

構造・サイズ・安定性および結晶化度の違いに

ついて研究した。PLLA（Mn＝４．８６×１０４）で

は、約１１５�にピーク結晶化時間に不連続な変
化が現れることを明らかにし、成長する結晶構

造が低温側のβ型から高温側のα型へ変化する

ことにより結晶成長の様式が転移することを示

した。また、PBSu（Mn＝３．２×１０４）について

は、冷却結晶化と等温結晶化を比較し、両結晶

化で内部構造が等しくなる冷却速度（CR）と

等温結晶化温度（T c）の関係式を、経験則と

して始めて導出した。さらに、PHB（Mn＝２．６

×１０５）では、９０�以上で速度の異なる２つの
結晶化が進行することを明らかにし、そのメカ

ニズムについては現在検討中である。PLLA・

PBSu・PHB全て、結晶化条件によっては、熱

分析で多重融解挙動を示す内部構造が形成され

ることを明らかにし、動的Ｘ線測定システムを

用いた昇温過程における構造変化の測定から、

多重融解挙動が結晶化で形成される熱的に不安

定な結晶の融解・再結晶化に起因していること

生分解性プラスチックの熱的性質と高性能化に関する研究

生分解性プラスチック研究チーム（課題番号：０３５００５）
研究期間：平成１５年４月１日～平成１８年３月３１日
研究代表者：安庭宗久 研究員：椿原晋介、湯川美穂
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を示した。

２）PLLA（Mn＝１．０×１０５）・PBSu（Mn＝３．２

×１０４）を対象に、偏光顕微鏡観察システムを

用いて、結晶化条件による球晶の成長速度と形

態の違いについて調べた。球晶成長速度の解析

は、迅速処理を目的に開発した自動画像解析シ

ステムを用いて行った。PLLAの場合、１１５�
で球晶成長速度の T c依存性に不連続な変化が

現れ、低温側の微細な球晶が高温側の巨大な球

晶へと変化することを示した。またＸ線測定の

結果と対応させ、成長する結晶構造の変化（β

型→α型）が、球晶の成長速度や形態の変化の

原因となることを示唆した。また、熱分析装置

を用いて高精度の熱処理を施した微小試料につ

いて、動的粘弾性の温度変化を融解まで測定で

きる手法を開発し、結晶化条件の違いによる力

学特性やその温度変化の違いについて検討した。

PLLA・PBSuとも T cによらず、ガラス転移や

融解・再結晶化の作用により、昇温過程で弾性

率と形状が不規則に変化するものの、高温域で

進行する融解・再結晶化に起因する変化は、適

切な熱処理で完全に消失し、素材としての耐熱

性が著しく向上することを示した。

３）分子動力学法（Molecular Dynamics法：

MD）シミュレーションを用いて段階的に結晶

構造解析を試みた。MD計算にはプログラム CS

Chem３D Ultra vsr．７．０を使用した。L‐乳酸分子

を１０個結合したポリラクチド（PLA）分子鎖の

最小エネルギー構造を初期構造とした。束縛条

件を設定せずにMD計算を行うと分子鎖の途

中で折れ曲がった構造となり、直線軸に沿った

らせん構造は再現できなかった。直線状 PLA

分子鎖の末端炭素原子を正方形の中心と４頂点

に位置するように分子鎖５本を配位したモデル

でMD計算を行うと、それぞれの分子鎖は緩

やかなカーブを描き、単一分子鎖でのMD計

算で見られた折れ曲がった構造と部分的に類似

していた。分子鎖数を増やして計算してみたが、

結果に大きな違いは見られなかった。L‐乳酸

分子以外の分子からなる分子鎖での検討や温度

の違いに起因する分子構造の変化を検討するに

は到らなかった。分子鎖初期構造を構成する L

‐乳酸分子数を規則的に変化させて分子鎖の特

性を分析した上で結晶構造へ取り込み、解析す

る必要があると考える。今後タンパク質を対象

とするMD計算用プログラムを使用して束縛

条件を加えた形での検討を進める。
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【緒言】

最近イオンチャネル（チャネル）の遺伝子の

異常がてんかんの発症に関係していることが明

らかになった（１‐４）。明らかになった遺伝子の

異常はチャネルの機能に、機能獲得や機能喪失

などの異常をもたらすことが証明されている（１

‐４）。てんかんをニューロンの電気的異常興奮

と考えると、その興奮や抑制に直接寄与する

チャネルの機能異常がてんかんを引き起こすと

いう概念（チャネロパチー仮説）は理解しやす

い�。ところが、最近同じチャネルの異常によ
り比較的軽症な「全般てんかん熱性けいれんプ

ラス（GEFS+）」と、対照的に非常に重症で悪

性な「乳児重症ミオクロニーてんかん（SMEI）」

が引き起こされることなどが報告された。そこ

で、チャネルの遺伝子異常のいくつかは単に

チャネルの機能異常を引き起こすのではなく、

チャネルの蛋白分子の異常そのものによる細胞

生物学的変化が重症なてんかん病型を引き起こ

すのではないかという仮説を立てた�。今回、
チャネルのひとつである GABAA受容体の異常

を有する、SMEIの姉妹例の詳細な検討を通じ

その仮説を検証した（Ishii et al. Manuscript in

preparation）。

【目的】

乳児重症ミオクロニーてんかんの姉妹例に関

係する遺伝子異常を明らかにするとともに、そ

の病理学的、電気生理学的、細胞生物学的異常

を検討する。

【対象と方法】

典型的な SMEIの症状を有する二卵性双生児

の姉妹。その両親と父方祖父母および姉。家族

歴に母に幼少期詳細不明のてんかんの既往があ

るがその他特記すべきことなし。対象として９６

名の健常者。以上から抽出した DNAをその後

の実験に用いた。姉は３歳時にけいれん重積と

思われる病歴で死亡し、そのパラフィン固定脳

標本が残されていた。遺伝子解析は直接シーク

エンスによった。脳の標本を用いて、GABAA

受容体を構成するα１、γ２抗体により免疫組

織染色を行った。GABAA受容体を構成するα

１、β２、γ２の cDNAを調整し、培養細胞

にマーカーと共に培養細胞にトランスフェク

ションを行い以後の電気生理学実験、細胞生物

学実験に用いた。

【結果】

姉妹にヘテロで GABAA受容体のγ２遺伝子

GABRG2の Q４０Xのナンセンス変異が発見され

た。しかしながら、同じ変異がてんかん症状を

欠く父親にも認められた。父方の祖父母に同遺

伝子変異は見出されなかった。Q４０Xの意義を

確認するため、Q４０Xを有する GABAA受容体

を培養細胞で再構成しその電気生理学的特性を

検証したところ、GABAにより発生する Cl電

流の著しい低下を認めた。SMEIの症状を有し

死亡した姉の脳の標本の免疫組織染色で、

GABAA受容体と思われる微細顆粒が神経細胞

体やニューロピルに認められた。抗体と蛍光

ＥＲストレスと乳児重症ミオクロニーてんかんの研究

ＥＲストレスと細胞死研究チーム（課題番号：０３６００１）
研究期間：平成１５年４月１日～平成１８年３月３１日
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マーカーを用いた蛍光顕微鏡での観察で培養細

胞にて変異γ２を有する GABAA受容体は細胞

膜表面に輸送されず細胞内に留まることが観察

された。さらに共焦点顕微鏡と小胞体（ER）

マーカーを加えた実験にて、細胞内に留まる変

異、GABAA受容体は ERに留まっていること

が確認できた。さらに、TUNEL法と Annexin

V染色により細胞死（アポトーシス）を観察し

たところ、変異γ２を有する GABAA受容体が

細胞にアポトーシスを誘導することを確認した。

【考察】

今回、重症てんかん病型である SMEIで発見

された GABRG2のナンセンス変異 Q４０Xは、

γ２のみならず GABAA受容体の細胞内輸送障

害を招き、小胞体に蓄積すると思われた。脳組

織標本で認められた微細顆粒は蓄積した

GABAA受容体であると考えられた。細胞内輸

送障害により ERに留まった変異蛋白質は ER

associated degradationにより分解排除されるが、

負荷がさらに続き処理できない場合は ERスト

レスになりうる。ERストレスが継続すれば、

アポトーシスが誘導されることが知られている。

本症例の SMEIの発症にこのような変異分子の

細胞内輸送障害とアポトーシスが関与している

ことが考えられた。しかしながら、同じ遺伝子

変異を持つ父親に SMEIの症状がないことから

母親由来の未知のファクターが発症に関与して

いるのかもしれない。いずれにせよ、本事例か

らチャネル遺伝子は単にチャネルの機能の異常

によりてんかんの発症を導くばかりでなく、分

子の輸送異常やアポトーシスにより重症なてん

かんが引き起こされることが示された。チャネ

ル異常によるてんかんの発症病態に新しいパラ

ダイムが加わった�。
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【研究成果】

薬物の大腸部位特異的送達に関連して、

薬物の胃内安定性および分子間相互作用

についても研究成果を報告する。

１）再燃性難治性炎症大腸疾患（IBD）

の第一選択薬メサラミン（５‐アミノサ

リチル酸）の副作用軽減やインスリン、

カルシトニン等のペプチド性薬物の吸

収増大を目的とした、薬物の大腸部位

特異的送達のための新規製剤として、

米やトウモロコシから抽出される天然のプロ

ラミン系タンパク質であるゼイン（Zein）を

用いた。Zeinのフィルム性および分散性に

加えて、塩基性（pH８．５以上）のみで分解さ

れることおよび土中の嫌気性細菌で分解され

ることに着目、ラットおよびモルモットを用

いた実験では、Zein matrixが他の消化管では

分解されず大腸内で嫌気性大腸細菌叢により

完全に分解され、薬物を徐放することを発見

した。

２）胃内ヘリコバクタ－ピロリ菌（H. pylori）

の除菌剤として使用されるアモキシシリン

（AMPC）の胃内安定性と貯留性と高めるた

め、シクロデキストリン包接複合体（AMPC

-βCD）を調製した。複合体形成により AMPC

の酸分解が阻止され、代用菌 E. Coliの除菌

効果も AMPC単独投与より数倍増加するこ

とが判明した。右図は、分子動力学的シミュ

レーションによって推定した包接複合体の胃

内の安定構造である。

３）薬物の分子間相互作用に関しては、市販飲

料による統合失調症治療薬リスペリドン服用

における吸収性阻害機構、および生体内反応

の第１段階とされている活性アルキル化合物

の塩基触媒による deprotonation反応、この

反応によって生じるアニオン性分子と求電子

分子との相互作用による C=N結合形成反応

機構を熱力学的および量子力学的見地から解

明した。
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